
・教科等や教職に関する専門的な知識・技能

・子ども理解力

・特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応力

・組織的・協働的な課題対応・解決能力

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

特別支援教育②事例（肢体不自由）

担当：特別支援教育課指導係



本動画は、
「令和５年度
特別支援教育教育課程改善の手引」

の事例を基に作成しています。

北海道立特別支援教育センター
「特別支援教育教育課程編成の手引・改善の手引」
のページにつながります。



健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

(3)  障害による学
習上又は生活上
の困難を改善・
克服する意欲に
関すること

(1)  他者とのか
かわりの基礎
に関すること

(1)  保有する感覚の
活用に関すること

(3)  感覚の補助及び
代行手段の活用に
関すること

(2) 姿勢保持と運動・
動作の補助的手段の活
用に関すること

(3) 日常生活に必要な基
本動作に関すること

(4) コミュニケー
ション手段の
選択と活用に
関すること

【指導目標】 自分が取り組みたい活動を選択し、教師に伝える。

【具体的な指導内容】

① スイッチ教材を押して、自分
が取り組みたい活動を選択し、
教師に伝える。

② 教師が提示する物に顔を向
け、自ら物を見たり、触った
りする。

③ 場面に応じて、いろいろな
物から学習活動を選択できる
ようにする。

【実態把握】

【指導すべき課題の整理】

○ 高等部第１学年生徒J （知的障がいあり） 「相手に自分の意思を表出する力を高める指導」

【事例10・肢体不自由特別支援学校】生徒の学びの履歴を踏まえた評価の充実

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善



【生徒の変容】
・スイッチ教材を使って、帽子を選ぶことで、校外の散歩に行きた
いことを訴えるなど、取り組みたい活動を伝えることができた。

・生徒Ｊが好きな活動を確実に選ぶことができるようになったとと
もに、日によって、自分から手を伸ばしたり、「あー」と声を出
したりして、自ら教師に伝えようとする場面が増えた。

【指導の方法（①例示）】
・生徒Ｊが自分から伝えることができるように、スイッチ教材を使用する。
・スイッチ教材で自分の意思を伝えることで、日常的なコミュニケーションの意欲の向上につながるようにする。

【評価・改善の充実に向けて】

○ 生徒Ｊのこれまでの学びを踏まえた評価を基に、次の指導内容を検討する。

○ 生徒Ｊの生活場面に応じたコミュニケーション手段や方法の工夫を行う。

【事例10・肢体不自由特別支援学校】生徒の学びの履歴を踏まえた評価の充実

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

【指導の評価・改善】
・小学部から同じスイッチを使用している
ため、複数のことを伝えることができる
タブレット端末を試す機会をつくる。

・保護者と連携し、家庭でも活用可能なコ
ミュニケーション方法を設定する。

○ 高等部第１学年生徒J （知的障がいあり） 「相手に自分の意思を表出する力を高める指導」



学びの履歴 ＜コミュニケーションの指導＞ 次年度の目標に
ついての話合い

・「Ｊさんが好きな買い物など
でも好きな物を選べるよう、
校外の学習でも、スイッチ教
材を活用してはどうか」

・「スイッチ教材の操作は十分
にできるようになったため、
タブレット端末を試してみて
はどうか」

・「教師に伝えようとする意欲
が高くなっているので、好き
な物を選ぶ際に、手を伸ばし
たり、声を出したりして伝え
る場面をつくると、Jさんの
コミュニケーション方法の幅
が広がるのではないか」

【事例10・肢体不自由特別支援学校】生徒の学びの履歴を踏まえた評価の充実

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

◆ これまでの学びの履歴や卒業後の生活を踏まえた評価の一例

高等部１年

・スイッチ教材を使うこと
で、取り組みたい活動を
自分で選ぶことができる
ようになった。

・自分から手を伸ばしたり、
「あー」と声を出したり
して、伝えようとする場
面が増えた。

・教師を意識し、伝えよう
とする意欲が高くなった。

１年間の評価

小学部
６年まで

・スイッチ教材の使用を開始
・朝の会での挨拶など
・教師と一緒に押す

中学部
１～３年

・小学部と同じスイッチ教材
を使用

・自立活動の指導で、好きな
絵本など、物を選択する

・自ら押すことができる

現在
・中学部と同じスイッチ教材
を使用

高等部
２～３年

卒業後

・自分から伝える方法と場面を増やす
・現在の家庭生活や卒業後に使える方
法やツールの検討

卒業後の生活


